
ということができる｡

ところで,歯の進化は現在も進行中である｡とくに歯

冠形21のIli純化や歯数の減少快向は上部洪故世以来急速

に進行してきており,それは個休内.個体問,あるいは

郡内および耶lLilの変苑としてとらえることができる.そ

してこのような変災･な分析することによって,人煩の適

応.小池化,JJ洞 の現緑関係などに関する多くの情報を

うることができる｡

また-ソrCは,non･humanprimatesの歯の研究も必

班である｡なぜなら,上にあげたような歯の退化悼向は

大なり小なr)出長真如こもみられるが,その原因は必ずし

も人肌と同じとは限らないoしたがって,このような点

での比蛇研究は.さらに歯の進化に関する基礎的要因の

糾明に役立つと推測されるからである.

経験の効果について

一比較行動学的アプローチー

井探 允子 (京大 ･監長研)

I.科 人

-.ヒト化'■について発達という側面から考解せよとい

う世Wf役のノJ'からの班誠に対して,行動を扱う立場から

釈見な述べてみようと.rLiう｡

bJtbJtにとって兜極の日掛ま人間の行動の理解にあ

るが.人rZqの行動を上り理解するためのモデルとして動

物の行舶な扱うことには,問題がある.

lDJらかに人けりと動物の問には,根本的な違いな認めね

ばならないからであるO即ち,動物の進化と人間の進化

の大きな迎いは,挟省では,経険は個体に貯えられるだ

けでなく.机み血ねられて後の世代へ伝承されていくと
いう瓜にある｡

われわれは,体映な伝える能力については,人間の進

化の独自性な捉めながら,経験が個体に貯えられる過程

については比4LR行動学の立切から,系統発生と個体発達

の2つの側面な通じて考窮をすすめていくことにするo

H.系統発生とシエマ

あるnb物から和られた祁災を他の頓にまで一般化する

ことには問題がある｡

例えば,LorcnZは,大型鳥杭のヒナな人工的にふ化

し,一斑相川後に収の親につけると,その校もその対象

がrtの規であるかのように追従行動なする,いわゆる刻

印づけ(iIllPrinting)の現象な示した｡これは,血税とい

ラ.系統苑iLiの段階では低次の唖から得られたもので,

山肌で臨非相は'.あるとしても,これをそのまま高次の種
に適用することはできないだろう｡

ここで柾の間の進化の段階における違いを示すという

意味で,動物には種に固有のシエマがあると仮定してみ

よう｡シ-マとは,行動の発達に基本的な下図を与える

もので,行致は,そのプログラムに従うという関係にあ

るoト1)にはトt)の,サルにはサルに固有のシエ11があ

る｡後者に比べて,前者のシエマは原初的であり,その

プログラムには限界がある｡本能(instinct)は,このシ

エマの特殊な場合を示し,生物は,生まれたときに,す

べてシエマに基づく1つの完結したプt]グラムをもって

いるということになる｡

しかし,このシエマは,自然に発現してくるというも

のではなく,ある種が生物として正常に発達するために

は,このプログラムの発現に経級 (学習)が大いに鋤い

ていることが指摘される｡

有名なThorpeの突放は,そのことを示している.彼

の報告によると,仲間から離されて,仲間の鵬き戸を聴

く機会をもたずに育ったアト1)(chaffinch)は,仲間と

一緒に育ったアト1)の鳴き声に比べて,その鳴き声はず

っと未熟である｡

この例でわかるように,アト1)は生まれた時から,発

声(vo00lization)するという行為は神経系にコードされ

て,完成されたプログラムを持っているが.それが生物

として,意味のある刺放,すなわち鳴きjisとして･21出さ

れるためには,経故を必要とするのである｡

より高等なサルを用いた実験からは,興妹粗い叫リlが

得られている｡

Sackettは,生後母親から隔離されてYfったアカゲザ

ル(MacocamuEatta),ブタオザル(MocacalZemeStTf'na),

べニガオザル(MaracasAecio∫a)の成体メスに対して.

アカゲザルのアカソボウはそれまで部分陥船のため同年

令のアカソポウな遠くから見たり,そのiLi'なrinくという

経放しかないにもかかわらず,他の2つの棚のメスより

もアカゲザルのメスに対する定位行動(orientation)が多

かった｡これらは,アカゲザルのメスの身体的特性,ア

カソポウの発声に対する運動′<クーソなどが手掛りとな

り.これが社会的認知の発達に歪要な役割を果たすこと

がわかる｡

次に,社会的コミ1ニケーシ ュソの行動にも.Ji:flJ的

なメカニズムのあることを示そう｡生紋すく･から9カ月

間完全隔離をしているコザルに,サルの感覚.遊び,忠

悦 逃避.交尾などの行動を示すカラースライドが班扱

者によって写し出される,あるいは,被扱者自らレ,:-

を押して,写し出せる状況におかれた｡以前自分以外の

サルをみた経駅もないのに,サルのアカソポウのスライ

ドは最も好まれ,探索や遊びの行動を諦発した.

以上の実験結架によって,サルでは社会的認知や社会

的コミ,.ニケーシまソなどの行動を節発する刺故は,種

のメソバーとの相互交渉を通じて,社会的に学習すると
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いうより,むしろ,吐和的な仰稚姐哩のメカニズムが2E

礎にあって,その条件のもとで行動が分化していくもの

と考えられる｡

しかし,叫にfnfと柳のコザルの行動レ′1-ト1)-の巾
に学田によらない比和的メカニズムがあっても,それだ

けでは.適切な行動な碓ワ三に苑通させることはできな

い｡この点を次節で述べよう｡

ⅠⅠⅠ.初期経験によるシエマの変容

刺汲む生物から剥辞してしまう隔離の操作によって.

すべての嘱乳掛こある症供群 (syndrome)が発現する.

隔離によるこの症供は,正常に飼育された動物にはみら

れない逸脱した行動を発現する｡このことは.より進化

した粗こおいて.苑連早期の環境に制限が加えられる

と,ツエマが変化することを意味する.サルでは,これ

らの症供がもっともPrl君に発現する.

生後す(･に付親から隔離されて育ったコザルでは,柑

しゃぶり(thumbsacking),脹なかかえこむ (selE･clasp･

ing),身体を描する(body･r∝king)などの行動が祝祭さ
れる｡

これは,正常な飼育条件にいるサルには,反応する対

象が存在するけれども,なにもない空のケージの中で育

ったサルではしがみついたり,吸喋反応をする対象に出

会うことはない｡従って.自分自身の力へこれらの反応

な向けることになる.このように,より進化した生物で

は,必要な刺故が与えられていないと,自分でそれな作

り出す｡

これらの行動を現象的に把えると,あたかも●,苑達の

芯木枠組が失われたために,発現すると考えやすい｡そ

うではなくて,われわれは,むしろ隔離飼育環境という

特定の状況を反映している一辺の刺鰍こ反応する過程で

乗出された行動であって,正常な環境下とは只なる体制

化された発達の枠組が存在していると考えられる｡

IV.初期隔離によって生する行動の変化
大別して2つの側面から隔離効果を検討してみよう｡

a)非特殊的側面について

制限された環境下で育った動物は,刺激の変化や新し

い刺かこさらされることが少ない.

見mれぬ新奇な切了榊こ班過したとき,MelmCkは,隔

離されていたど-グル犬の網様作の陥没は大きく変化し

たと和nlLLしている｡KonradとIhgshawは,GSR,心拍

などの日和神経系の反応を柑照として.ネコで同様の叫

実を示している.

b)特殊的側而

(i)外刺故へ向う行動として,新奇な切両における

特定の刺故に対する探索行動は闘那郡で減少する｡これ

は,隔離の錠皮がきびしいほど.よりIli純な知党刺改む

選ぶと共に,9カ月から12カ月完全隔離されたサルでは,

どの刺故にも約ど防心を示さないためICある｡

(ii) WGTA切両での介別･17':Tl,迫吃･Il':習,セット

形成などのテストでは,cdditylearningな除いて, 柿

分阿離では正'm郡と変らない成約であった (Harlowct
al.)0
しかし.彼らのデータには完全開脚郡がないため.こ
れらの即実から,開脚肝mま.知的先述を机げないと節

約することは難しい｡これらの行動が成L如こなったとき

まで持綻するかどうかについて,Sackettは7-9才に

なっても生検12カ月陥何色の柾級をもつと.その紋仲関と
の経験があっても,同じような現暁で†fった-Ti同士がも

っとも接近することを見出している｡このようにqt;･行動

に永久的な形許な及ぼすことは知られてきている｡什系

的なjJ-向を志向している研究として,Chamove,A.S.,

Eysenck,H･J･&lhlow.H.F.の変四分抑 こ?.t･づく,サ

ルの.く-ソナ1)ティの研究があげられるO彼らはその約

文で,ヒトの人格的衣でみられる extmversion･introver･
sion,neuroticism.psychoticism の3班囚な抽tuしてい
る｡

しかし,初期隔離によって恥こ田和のシユマが変化す

ることを考えると,早期陥離条件にさらされたサルの行

動と,仲間と共に育ったサルの行動の比較なするにあた

っては.F･1.,なる唖Rqの比較をすると同校の注意が必宏で

あろう｡

文 献

Chamove,A･S･,HJ.EysenckandH.F.Ha一low(1972)

:Personalityinmonkeys;FactoranalysisofrlleSuS

socialbehavior･QzLarL.J.Exp.PsJchoE.24:4961594.

Konrad,K･W.I,ndM.Bagshaw(1970):Effectofnovel

stimulioneatsrearedinarestrictedenvironment.

J.C.p.p.70:157-164.

Harlow,H.F.,M.K.Harlow,K.A.SchlitzandD.J.

Mohr(1971):Theeffectofearlyadverseandenriched

environmentson the leaning ability ofrhesus

monkeys･InCoglZZ'LiuPTOCeS∫eSOfnoIZhymalZPTil'ZaLes

(LEAJarrard,ed.)p.121.AcademicPress,New

York.

Melzack,R.(1969):Theroleofearlyexperiencein

emotionalarousal.New YorkACademJoJSc,'Enu.

159:721-730.

Snckctt.G.P.(1972):Isolationrearinginmonkeys;

DiftlseandsI,eCificeffectsonlatert氾IlnVior.CotLoqzLe∫

iTFLETTTCLEoTtquXdua.N.R.S.62-110.

Thorpe,W.IT.(1954).･Tllepr∝ CSSOfsongle.lrning

intheChaffinchasstudiedbymeansofthesound

spectrograph.NaLzLTe173:465.

- 71 -


